
   

 

 

睡眠時無呼吸症候群（SAS）とは？？ 

睡眠中に 10 秒以上の無呼吸を繰り返し、それが 1 時間あたり 5 回以上認めら

れます。それに加えて日中の軽眠などの症状がある場合に睡眠時無呼吸症候群と

診断されます。 

成人男性では２～４％成人女性では 0.52％の有病率といわれています。放置し

ておくと高血圧・多血症・心肥大・糖尿病などの合併症になりやすく、さらに死

亡率が高くなる危険があります。 

当院では耳鼻科医師２名、呼吸器科医師３名、内科医師１名、専門の臨床検査

技師 1 名で睡眠時無呼吸症候群の診断を行っております。検査は、病棟にて１泊

２日で行います。 

検査方法 

睡眠検査【睡眠ポリグラフ（PSG）】 

睡眠（脳波，目の動き，顎の筋電図）、呼吸状態（鼻・口気流，

胸やお腹の動き，いびき）、その他の生理的変化（動脈血酸素飽和

度，心電図，体位）などを一晩中記録する方法です。 

 また、ご自宅で簡単に睡眠時無呼吸症候群の検査ができる器械

もあります。 

【左写真】実際に睡眠時無呼吸症候群の検査をしている所です。 

【下図】簡易型の睡眠時無呼吸症候群の検査をしている所です。 

 

 

睡眠時無呼吸症候群のチェックリスト 

以下の症状がある方は睡眠時無呼吸症候群が疑われます。早めに専門医による診察を受けられる

ことをすすめます。 

       1. 夜中睡眠中『いびき』が大きいと言われたことがある。 

       2. ベットパートナーに呼吸が止まっていると言われたことがある。 

       3. 朝目覚めても爽快感がない。 

       4. 昼間強い眠気がある。 

       5. 肥満がある（ウエスト 90cm 以上）もしくは、特に最近太ってきた。 

＊関心のある方は、直接内科外来（呼吸器）までお越しいただくか、お電話（２２-2１11）にてお

問い合わせ下さい。 

 


